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広報かたしな H16. 4

景
気
の
低
迷
が
続
く
中
、
新
年
度

も
ス
タ
ー
ト
し
、
新
年
度
予
算
も
前

年
よ
り
10
・
４
％
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
限
ら
れ
た
予

算
で
出
来
る
だ
け
効
果
が
上
が
る
よ

う
行
政
も
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

明
治
政
府
が
発
足
し
て
以
来
、
行

政
主
導
の
政
治
が
続
い
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
正
に
住
民

と
の
協
働
の
時
代
で
す
。
村
民
の
皆

さ
ん
の
元
気
を
い
た
だ
き
「
生
活
す

る
な
ら
片
品
村
」「
子
育
て
す
る
な

ら
片
品
村
」
を
目
指
し
、
目
に
見
え

る
自
治
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
新
規
予
算
と
し
て
、
地
域

づ
く
り
支
援
、
地
元
資
源
活
用
促
進

事
業
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
経
費
、

国
体
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
運
営
経
費
等

盛
り
込
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
無
い
も
の
ね
だ
り
」
を
す
る
よ
り

も
「
有
る
も
の
を
活
か
す
」
発
見
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
計
が
一
〇
・
四
％
も
減
り

実
際
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

で
て
く
る
の
か
知
り
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
各
費
の
内
訳
が
分
か
れ
ば

よ
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
ム
ダ

を
な
く
し
て
い
く
事
は
必
要
だ
と
思

う
の
で
開
か
れ
た
行
政
、
多
く
の
村

民
の
声
が
聞
け
る
シ
ス
テ
ム
作
り
が

大
切
だ
と
思
う
。

景
気
低
迷
に
と
も
な
い
年
々
予
算

額
が
減
り
、
今
年
度
に
関
し
て
は
前

年
度
よ
り
も
一
割
強
の
減
額
と
な
っ

て
し
ま
い
、
不
景
気
を
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。

又
、
市
町
村
合
併
の
問
題
も
あ

り
、
村
政
も
厳
し
い
状
況
の
中
、
村

民
で
あ
る
私
達
も
生
活
不
安
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
に
思
う

花　咲
八須賀君代さん
（主婦）

須賀川
古 屋 裕 昭さん
（団体職員）

村 長 の村 長 の村 長 の村 長 の村 長 の村 長 の村 長 の村 長 の村 長 の

平成16年度の村の予算が決まりました。

平成16年度の一般会計及び特別会計の予算は３月９日開会の定例村
議会において、きめ細かい審議の末３月18日原案どおり可決いたしま
した。一般会計の予算は35億７千４百万円で前年度に比べ10.4％の減
となりました。
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(単位 : 千円)

5 4 8 , 0 4 8 5 6 6 , 4 9 2 △1 8 , 4 4 4 △ 3 . 3％
8 3 , 0 0 0 7 4 , 0 0 0 9 , 0 0 0 1 2 . 2％
5 , 0 0 0 5 , 0 0 0 0 0 . 0％

3 0 0 3 0 0 皆増
1 5 0 1 5 0 皆増

5 0 , 0 0 0 5 6 , 0 0 0 △6 , 0 0 0 △ 1 0 . 7％
4 0 , 0 0 0 4 6 , 0 0 0 △6 , 0 0 0 △ 1 3 . 0％
5 , 0 0 0 6 , 5 0 0 △1 , 5 0 0 △ 2 3 . 1％
9 , 0 0 0 1 0 , 0 0 0 △1 , 0 0 0 △ 1 0 . 0％

1 , 5 5 0 , 0 0 0 1 , 6 7 0 , 0 0 0 △1 2 0 , 0 0 0 △ 7 . 2％
1 , 6 0 0 1 , 6 0 0 0 0 . 0％

6 9 , 1 7 4 7 9 , 9 6 3 △1 0 , 7 8 9 △ 1 3 . 5％
2 5 , 8 9 8 2 6 , 9 1 4 △1 , 0 1 6 △ 3 . 8％
9 8 , 8 6 1 8 5 , 0 9 2 1 3 , 7 6 9 1 6 . 2％

2 8 4 , 4 3 8 3 7 6 , 7 4 9 △9 2 , 3 1 1 △ 2 4 . 5％
1 2 , 3 0 6 1 6 , 6 1 4 △4 , 3 0 8 △ 2 5 . 9％

1 1 0 0 . 0％
2 0 0 , 4 4 5 1 2 3 , 4 4 0 7 7 , 0 0 5 6 2 . 4％
9 0 , 0 0 0 1 0 0 , 0 0 0 △1 0 , 0 0 0 △ 1 0 . 0％

1 5 1 , 7 7 9 1 7 2 , 6 3 5 △2 0 , 8 5 6 △ 1 2 . 1％
3 4 9 , 0 0 0 5 7 0 , 0 0 0 △2 2 1 , 0 0 0 △ 3 8 . 8％

3,574,000 3,987,000 △413,000 △10.4％

款 本年度予算 前年度予算 比較増減 伸　　率
村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金
地 方 消 費 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
21.

歳入では、村税、地方交付税、県支出金、村債等が減額となっています。全体
で４億１千３百万円の減額となっています。歳 入

8 5 , 8 0 1 9 6 , 9 9 3 △ 1 1 , 1 9 2 △ 1 1 . 5％
4 9 8 , 0 5 2 5 3 1 , 9 6 3 △ 3 3 , 9 1 1 △ 6 . 4％
4 8 3 , 3 8 0 4 9 9 , 0 6 4 △ 1 5 , 6 8 4 △ 3 . 1％
4 2 5 , 2 7 5 3 9 3 , 0 3 0 3 2 , 2 4 5 8 . 2％

8 0 8 0 0 0 . 0％
3 9 2 , 2 3 2 5 1 4 , 1 9 5 △ 1 2 1 , 9 6 3 △ 2 3 . 7％
1 1 8 , 0 5 8 1 3 2 , 1 8 8 △ 1 4 , 1 3 0 △ 1 0 . 7％
3 5 4 , 6 0 3 2 8 1 , 5 4 9 7 3 , 0 5 4 2 5 . 9％
1 4 0 , 3 1 7 1 4 6 , 8 6 4 △ 6 , 5 4 7 △ 4 . 5％
4 7 7 , 8 9 9 7 5 0 , 2 2 7 △ 2 7 2 , 3 2 8 △ 3 6 . 3％

1 0 6 1 0 6 0 0 . 0％
5 4 1 , 0 9 7 5 9 3 , 2 4 1 △ 5 2 , 1 4 4 △ 8 . 8％
5 5 , 1 0 0 4 5 , 5 0 0 9 , 6 0 0 2 1 . 1％
2 , 0 0 0 2 , 0 0 0 0 0 . 0％

3,574,000 3,987,000 △413,000 △10.4％

款

歳 出 合 計

本年度予算 前年度予算 比較増減 伸　　率
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.

歳 入 合 計

歳出では、衛生費、土木費、諸支出が増額しています。又、その他の款におい
て減額となっています。歳 出

平成16年度特別会計予算

654,518 619,128 35,390 5.7％
585,531 557,017 28,514 5.1％
124,289 107,161 17,128 16.0％

506,300 550,939 △44,639 △8.1％
506,107 550,221 △44,114 △8.0％
126,000 110,000 16,000 14.5％
201,407 208,959 △7,552 △3.6％
38,663 147,872 △109,209 △73.9％

174,000 220,500 △46,500 △21.1％
268,000 278,000 △10,000 △3.6％

特 別 会 計 名 本年度予算 前年度予算 比較増減 伸 率
国民健康保険特別会計
老人保健特別会計
簡易水道事業特別会計
観光施設事業特別会計
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
農業集落排水事業特別会計
下水道事業特別会計
介護保険特別会計

(単位 : 千円)

�

一般会計当初予算額の推移
（ ）内数字＝前年度比伸率(単位百万円)

(単位 : 千円)
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す
。
忙
し
い
け
れ
ど
頑
張
っ
て
読
ん

で
や
り
た
い
気
分
で
す
。
早
く
帰
っ

て
読
ん
で
や
り
ま
す
。

三
月
十
七
日
（
水
）、
武
尊
牧
場

ス
キ
ー
場
に
お
い
て
各
区
の
代
表
選

手
と
選
手
権
申
込
者
約
百
名
が
参
加

し
、
第
十
五
回
区
対
抗
ス
キ
ー
大
会

兼
第
三
十
五
回
片
品
ス
キ
ー
選
手
権

大
会
が
好
天
に
恵
ま
れ
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
早
朝
よ
り

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
区
対
抗

優
　
勝

第
五
区

準
優
勝

第
三
区

第
三
位

第
七
区

★
片
品
選
手
権

個
人
総
合
優
勝

男
　
子

千
明
　
俊
和
（
三
区
）

女
　
子

笠
原
　
　
和
（
五
区
）

成
年
男
子
Ａ

優
　
勝

星
野
　
雄
一
（
一
区
）

準
優
勝

萩
原
　
大
介
（
七
区
）

第
三
位

本
多
　
雅
也
（
六
区
）

成
年
男
子
Ｂ

優
　
勝

三
浦
　
幸
治
（
二
区
）

準
優
勝

星
野
　
　
彰
（
六
区
）

第
三
位

笠
原
　
高
広
（
五
区
）

成
年
男
子
Ｃ

優
　
勝

千
明
　
俊
和
（
三
区
）

準
優
勝

千
明
　
邦
昭
（
八
区
）

第
三
位

星
野
　
　
博
（
三
区
）

壮
年
Ａ

優
　
勝

高
橋
美
三
男
（
四
区
）

準
優
勝

入
澤
　
秀
雄
（
一
区
）

第
三
位

戸
丸
　
志
郎
（
三
区

壮
年
Ｂ

優
　
勝

星
野
　
政
雄
（
二
区
）

準
優
勝

入
沢
　
長
二
（
五
区
）

第
三
位

萩
原
　
　
始
（
七
区
）

成
年
女
子
Ａ

優
　
勝

笠
原
　
　
和
（
五
区
）

準
優
勝

千
明
　
京
子
（
一
区
）

第
三
位

萩
原
　
光
穂
（
七
区
）

成
年
女
子
Ｂ

優
　
勝

横
坂
エ
ツ
子
（
五
区
）

準
優
勝

入
沢
す
み
江
（
Ｏ
Ｐ
）

第
三
位

溝
川
和
佳
子
（
Ｏ
Ｐ
）

広報かたしな H16. 4

区対抗�
兼�

片品スキー�
選手権大会�

区対抗�
兼�

片品スキー�
選手権大会�

スタート台から勢いよく飛びだす

カービングスキーを操る選手
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第
八
区
　
優
勝
！

第
八
区
　
優
勝
！

第
八
区
　
優
勝
！

第
八
区
　
優
勝
！

第
八
区
　
優
勝
！

第
八
区
　
優
勝
！

第
八
区
　
優
勝
！

第
八
区
　
優
勝
！

第
八
区
　
優
勝
！

平
成
15
年
度

社
会
体
育
総
合
優
勝

片品村社会体育総合優勝制度　平成15年度得点表
大会名 村長杯

ゲートボール
大会

ソフトボール大会
区

第１区
順位
得点
順位
得点
順位
得点
順位
得点
順位
得点
順位
得点
順位
得点
順位
得点

第２区

第３区

第４区

第５区

第６区

第７区

第８区

婦人会
ミニバレーボール
大会

ゴルフ大会 野球大会 村民運動会 スキー大会 獲得得点Ａ
持ち点
Ｂ
得点
Ａ＋Ｂ

順位

5
4
6
3
4
5
3
6
2
7
―
―
7
2
1
8

6
3
7
1.5
3
5.5
2
7
1
8
3
5.5
7
1.5
5
4

1
8
7
2
4
5
5
3.5
3
6
8
1
5
3.5
2
7

1
8
8
1
5
4
6
3
4
5
2
7
7
2
3
6

5
2.5
5
2.5
5
2.5
3
5.5
1
8
3
5.5
5
2.5
2
7

5
4
8
1
1
8
4
5
2
7
6
2.5
6
2.5
3
6

4
5
7
2
2
7
5
4
1
8
8
1
3
6
6
3

34.5

13.0

37.0

34.0

49.0

22.5

20.0

41.0

10.5

30.5

15.5

19.0

0.0

14.5

25.0

13.0

45.0

43.5

52.5

53.0

49.0

37.0

45.0

54.0

5

7

3

2

4

8

5

1

第１区
14.5

第２区
36.0

第３区
12.0

第４区
15.0

第５区
0.0

第６区
24.0

第７区
29.0

第８区
8.0

翌年度各区持ち点

翌年度各区持ち点：不参加種目については、その得点は「0」であるが、持ち点計算上は６位と７位の中間得点　　
「2.5」を獲得したものとして、次年度持ち点から差し引く。（H17年度は6区が該当）

昨
年
四
月
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
開
幕
し
た
社
会
体
育
の
区
対
抗
競

技
も
三
月
の
ス
キ
ー
大
会
を
も
っ

て
、
平
成
十
五
年
度
の
競
技
が
す
べ

て
終
了
し
ま
し
た
。

村
民
運
動
会
を
は
じ
め
各
競
技
に

お
い
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結

果
第
八
区
が
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。平

成
十
六
年
度
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
皮
切
り
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と

そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

な
お
、
詳
し
い
結
果
と
平
成
十
六

年
度
の
各
区
持
点
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。



三
月
二
日
（
火
）
に
婦
人
会
役
員

十
五
名
で
郡
内
の
老
人
ホ
ー
ム
訪
問

を
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
摺
渕
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
桜
花
苑
と
沼
田
市
に
あ
る
愛

宕
老
人
ホ
ー
ム
の
二
か
所
を
訪
問

し
、
四
支
部
役
員
に
よ
る
踊
り
「
鞠

と
殿
様
」
の
披
露
や
お
年
寄
り
の
方

と
一
緒
に
懐
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
を

歌
っ
た
り
、
手
遊
び
を
し
た
り
交
流

を
行
い
ま
し
た
。
入
所
者
の
皆
さ
ん

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
来
て
い
る
お
年

寄
り
の
方
々
が
私
た
ち
の
未
熟
な
歌

に
あ
わ
せ
一
生
懸
命
に
拍
手
を
し
て

下
さ
り
感
激
し
ま
し
た
。

お
忙
し
い
な
か
丁
寧
に
対
応
く
だ

さ
い
ま
し
た
施
設
職
員
の
皆
様
大
変

あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
九
日
（
月
）
に
は
村

内
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
者
訪
問
も

行
い
ま
し
た
。

三
月
二
十
二
日
、
役
場
二
階
に
お

い
て
五
組
の
農
家
が
家
族
経
営
協
定

を
締
結
さ
れ
合
同
の
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

家
族
の
農
業
経
営
で
は
、
労
働
報

酬
の
支
払
方
法
や
収
益
の
分
配
、
労

働
時
間
や
休
日
な
ど
が
決
め
ら
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
家
族
経
営

協
定
と
は
、
家
族
み
ん
な
の
話
し
合

い
で
、
経
営
や
暮
ら
し
の
現
状
を
見

つ
め
直
し
、
営
農
の
役
割
分
担
や
休

日
、
報
酬
な
ど
の
取
り
決
め
を
行
い

文
書
化
す
る
も
の
で
す
。
若
い
人
や

女
性
な
ど
も
意
欲
的
に
農
業
に
取
り

組
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

片
品
村
で
の
「
家
族
経
営
協
定
」

は
、
平
成
十
三
年
度
に
三
組
の
農
家

が
締
結
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
今
回

の
五
組
の
農
家
を
合
わ
せ
て
八
組
に

な
り
ま
し
た
。

今
回
協
定
を
結
ば
れ
た
の
は
、
星

野
学
さ
ん
家
族
三
名
（
菅
沼
　
花
＋

り
ん
ご
）、
星
野
岩
夫
さ
ん
夫
婦
二

名
（
築
地
　
花
き
＋
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
）、
�
橋
恵
吉
さ
ん
夫
婦
二
名

（
下
平
　
大
根
）、
星
野
宗
一
さ
ん
家

族
四
名
（
摺
渕
　
し
め
じ
＋
ト
マ

ト
）、
千
明
秀
藤
さ
ん
家
族
四
名

（
中
井
　
ト
マ
ト
）
で
す
。

調
印
式
で
は
、
村
長
、
農
業
委
員

会
長
の
ほ
か
、
議
長
、
農
協
組
合
長

及
び
利
根
農
業
総
合
事
務
所
経
営
普

及
部
長
ら
が
調
印
に
立
ち
会
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
お
互
い
の
サ
イ
ン
を

し
て
調
印
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
調
印
し
た
農
家
を
代

表
し
て
、
�
橋
恵
吉
さ
ん
が
「
片
品

村
の
家
族
経
営
協
定
農
家
と
し
て
、

安
定
し
た
農
業
経
営
の
確
立
や
後
継

者
育
成
等
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に

向
け
て
が
ん
ば
り
た
い
。」
と
宣
言

を
し
ま
し
た
。

今
回
の
五
家
族
は
、
日
ご
ろ
か
ら

家
族
の
役
割
を
認
め
合
い
、
優
れ
た

農
業
経
営
を
実
践
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
協
定
を
期
に
、
家
族
一
人
ひ
と

り
が
尊
重
さ
れ
る
農
業
経
営
に
向

け
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

「
小
学
生
に
対
す
る
親
の
接
し
方

―
臨
床
心
理
士
の
立
場
か
ら
―
」
と

い
う
演
題
で
、
グ
ル
ー
プ
イ
ン
サ
イ

ト
心
理
教
育
研
究
所
の
加
藤
昌
弘
氏

に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

親
子
の
関
係
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て

①
「
ほ
め
る
」
の
で
は
な
く
「
た
た

え
る
」
こ
と

②
「
お
こ
る
」
の
で
は
な
く
「
し
か

る
」
こ
と

③
眉
を
上
手
に
使
い
顔
の
表
情
を
つ

く
る

④
「
頑
張
れ
」
と
言
っ
た
ら
「
頑
張

っ
た
ね
」

と
認
め
る
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。受

講
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

・
「
頑
張
っ
て
ね
」→

「
頑
張
っ
た

ね
」
の
ペ
ア
の
言
葉
が
す
ご
く
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
気
持
ち
を

認
め
て
も
ら
う
こ
と
は
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

・
子
育
て
は
本
当
に
難
し
で
す
。

先
生
の
よ
う
に
明
る
く
楽
し
い
講

義
を
お
聞
き
す
る
と
、
ま
た
「
ま
た

頑
張
る
か
」
と
こ
ち
ら
も
楽
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

「
読
み
聞
か
せ
は
子
ど
も
の
心
を

育
て
る
」
と
い
う
演
題
で
、
読
書
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
須
藤
秀
喜
氏
に
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、「
読
み
聞
か
せ
は

愛
の
体
験
で
あ
り
、
読
書
は
孤
独
に

入
る
体
験
」
で
あ
る
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
に
は
、
絵
か

ら
入
る
言
葉
、
耳
か
ら
入
る
言
葉
、

肌
か
ら
は
い
る
言
葉
が
あ
り
、
絵
本

の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
え
る

こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
心
の

支
え
に
な
る
そ
う
で
す
。

受
講
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

・
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
を
感
じ
ら

れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

・
普
段
何
気
な
く
「
自
分
で
読
ん
で
」

と
言
っ
て
し
ま
う
自
分
に
反
省
で

広報かたしな H16. 4

老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問

子
育
て
講
座

わ
が
家
の
夢
を
か
た
ち
に
！

五
組
の
農
家
が

家
族
経
営
協
定
調
印

南
小
会
場
　
三
月
五
日

調印式の様子
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北
小
会
場
　
三
月
二
日



◎
転
　
出

教
　
頭

岡
庭
　
新
二（
前
橋
・
桂
萱
東
小
）

教
　
諭

吉
野
　
輝
行（
富
士
見
・
原
小
）

主
幹
兼
事
務
長

大
嶋
　
利
雄（
退
職
）

◎
転
　
入

教
　
頭

栃
原
　
茂
男（
池
田
小
）

事
務
主
事

清
水
　
洋
平（
新
採
用
）

◎
転
　
出

校
　
長

宮
内
　
伸
明（
沼
田
市
教
委
）

教
　
諭

西
山
　
雄
二（
群
馬
・
堤
ヶ
岡
小
）

教
　
諭

三
宅
　
英
次（
月
夜
野
中
）

教
　
諭

福
島
　
栄
典（
薄
根
中
）

養
護
教
諭

五
十
嵐
純
子（
太
田
・
旭
中
）

◎
転
　
入

校
　
長

中
島
　
智
雄（
新
治
中
）

教
　
諭

坂
本
　
健
吾（
館
林
・
第
三
中
）

養
護
教
諭

新
井
　
綾
子（
新
採
用
）

広報かたしな H16. 4

役
場
職
員

人
事
異
動

◎
総
務
課

課
　
長
　
萩
原
　
重
夫
（
議
会
）

課
長
補
佐
星
野
　
純
一
（
事
業
）

係
　
長
　
川
田
　
貴
広
（
観
光
）

主
　
任
　
青
木
　
佳
代
（
住
民
）

（
県
市
町
村
課
派
遣
）

主
　
事
　
山
口
刀
志
彦

（
県
よ
り
派
遣
）

◎
税
務
課

課
　
長
　
井
上
光
三
郎
（
総
務
）

（
収
入
役
職
務
代
理
）

主
　
任
　
梅
澤
　
康
明
（
経
済
）

◎
住
民
課

係
　
長
　
倉
田
　
秀
和
（
経
済
）

主
　
事
　
小
柳
　
勝
治
（
経
済
）

◎
保
健
課

課
長
補
佐
星
野
あ
き
江
（
税
務
）

主
　
任
　
星
野
　
照
子
（
教
委
）

保
健
師
　
黒
澤
　
郁
美
（
新
採
）

◎
経
済
課

主
　
任
　
星
野
　
勝
志
（
保
健
）

◎
建
設
課

課
　
長
　
高
橋
　
正
治
（
観
協
）

◎
む
ら
づ
く
り
観
光
課

課
　
長
　
林
　
　
聖
子
（
総
務
）

課
長
補
佐
吉
野
　
耕
治
（
保
健
）

課
長
補
佐
木
下
　
浩
美
（
総
務
）

（
花
の
駅
派
遣
）

係
　
長
　
大
竹
　
光
一
（
総
務
）

係
　
長
　
星
野
　
重
吉
（
住
民
）

主
　
任
　
星
野
　
英
二
（
総
務
）

◎
事
業
課

係
　
長
　
星
野
　
孝
俊
（
観
光
）

主
　
事
　
戸
丸
　
貴
雄
（
住
民
）

◎
ダ
ム
対
策
課

主
　
任
　
須
藤
　
幸
夫
（
総
務
）

◎
議
会
事
務
局

局
　
長
　
小
浜
　
貞
夫
（
国
体
）

◎
教
育
委
員
会
事
務
局

次
　
長
　
大
竹
　
将
彦
（
税
務
）

（
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

主
　
任
　
三
浦
由
妃
恵
（
保
健
）

主
　
事
　
高
橋
　
政
樹
（
衛
生
）

◎
国
体
事
務
局

局
　
長
　
星
野
　
準
一
（
建
設
）

主
　
任
　
星
野
　
幹
也
（
ダ
ム
）

主
　
事
　
三
浦
　
幸
治
（
事
業
）

◎
利
根
東
部
衛
生
施
設
組
合

局
　
長
　
桑
原
健
一
郎
（
給
食
）

◎
観
光
協
会

局
　
長
　
星
野
　
幸
雄
（
観
光
）

◎
社
会
福
祉
協
議
会

局
　
長
　
笠
原
　
市
雄
（
衛
生
）

◎
片
品
保
育
所

係
　
長
　
星
野
　
と
み
（
摺
保
）

係
　
長
　
原
澤
　
千
歳
（
北
保
）

保
育
士
　
千
明
久
美
子
（
南
保
）

◎
北
保
育
所

係
　
長
　
宮
田
　
和
子
（
片
保
）

◎
南
保
育
所

係
　
長
　
大
竹
　
克
枝
（
片
保
）

◎
摺
渕
保
育
所

係
　
長
　
星
野
　
洋
子
（
片
保
）

□
退
　
職
□

桑
原
　
豊
平
（
教
委
）

星
野
　
光
康
（
社
協
）
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片

品

中

学

校

武
尊
根
小
学
校

助
役
退
任
に
当
た
り
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
八
年
四
月
一
日
に
助
役
に
就

任
以
来
、
二
期
八
年
の
間
議
員
の

方
々
を
始
め
多
く
の
村
民
の
皆
さ

ん
、
役
場
の
職
員
等
々
に
は
並
々
な

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し

て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
二
期
八
年
と
い
う

私
の
在
職
期
間
は
本
当
に
短
く
感
じ

ら
れ
る
も
の
で
御
座
い
ま
す
が
、
時

代
の
潮
流
が
早
く
行
政
へ
の
対
応
に

も
最
善
を
尽
く
し
て
厳
し
い
財
政
の

中
で
も
村
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
い

ち
早
く
応
え
、
早
期
実
現
に
向
け
て

精
力
を
傾
注
し
た
時
期
で
御
座
い
ま

し
た
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
に

置
き
ま
し
て
前
梅
澤
村
長
の
も
と
助

役
と
し
て
片
品
村
の
目
指
す
諸
般
の

行
政
に
参
画
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
間
常
に
皆
様
方
の
暖
か
い
ご

指
導
と
ご
支
援
を
頂
い
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
非
力
な
私
に
と
り
ま
し
て

は
手
に
余
る
厳
し
い
試
練
の
連
続
で

あ
り
、
職
員
を
始
め
多
く
の
方
々
に

ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
な
に
と
ぞ
お
許
し

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昨
今
の
国
内
外
を
取
り
巻
く
状
況

は
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
が
御
座
い
ま

す
が
、
片
品
村
政
に
お
い
て
も
新
村

長
さ
ん
を
中
心
に
行
財
政
改
革
等
の

一
層
の
推
進
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
村

の
発
展
に
つ
な
げ
て
頂
く
よ
う
心
よ

り
念
願
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
皆
様
方
の
ご
厚
情
に
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
、
片
品
村
の
益
々
の
発

展
と
村
民
の
皆
さ
ん
方
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
て
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

陽
春
の
候
、
村
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
事
と

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
こ
と
、
去
る
三
月
三
十
一
日
付

を
も
っ
て
収
入
役
を
退
任
い
た
し
ま

し
た
。

二
期
八
年
間
の
在
任
中
は
公
私
に

わ
た
り
ご
指
導
、
ご
厚
情
を
賜
り
、

ま
た
並
々
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

今
後
も
一
村
民
と
し
て
ご
交
情
を

賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
昭
和
四
十
一
年
に
職
員
と

し
て
採
用
さ
れ
て
以
来
過
去
三
十
年

間
、
関
係
各
位
の
皆
様
に
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
重
ね
て
御

礼
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す

が
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

前
助
役
　
星
　
野
　
　
旭

前
収
入
役
　
桑
　
原
　
紹
　
次

退 任 の ご 挨 拶



◎
区
　
　
長

第
一
区
長
　
大
　
竹
　
敏
　
彦

第
二
区
長
　
速
　
水
　
　
　
清

第
三
区
長
　
今
　
井
　
　
　
功

第
四
区
長
　
星
　
　
　
　
　
茂

第
五
区
長
　
入
　
澤
　
良
　
多

第
六
区
長
　
梅
　
澤
　
謙
　
蔵

第
七
区
長
　
萩
　
原
　
　
　
勇

第
八
区
長
　
林
　
　
　
功
　
司

◎
区
長
代
理

第
一
区
長
代
理
　
星
　
野
　
　
　
正

第
二
区
長
代
理
　
桑
　
原
　
豊
　
平

第
三
区
長
代
理
　
星
　
野
　
　
　
満

第
四
区
長
代
理
　
星
　
野
　
辰
　
衛

第
五
区
長
代
理
　
笠
　
原
　
勝
　
男

第
六
区
長
代
理
　
萩
　
原
　
栄
　
作

第
七
区
長
代
理
　
萩
　
原
　
正
　
巳

第
八
区
長
代
理
　
星
　
野
　
逸
　
雄

◎
組
　
　
長

須
賀
川
　
　
星
　
野
　
孝
　
男

御
座
入
　
　
桑
　
原
　
藤
太
郎

菅
　
沼
　
　
星
　
野
　
栄
　
一

築
　
地
　
　
星
　
野
　
浩
　
志

下
　
平
　
　
千
　
明
　
建
太
郎

摺
　
渕
　
　
速
　
水
　
　
　
清

幡
　
谷
　
　
桑
　
原
　
豊
　
平

登
　
戸
　
　
今
　
泉
　
喜
久
司

栃
久
保
　
　
戸
　
丸
　

清

鍛
治
屋
　
　
戸
　
丸
　

誠

山
　
崎
　
　
星
　
野
　

満

栗
　
生
　
　
長
谷
川
　
賀
　
昭

針
　
山
　
　
永
　
井
　
幸
　
男

上
小
川
　
　
千
　
明
　
和
　
夫

穴
　
沢
　
　
狩
　
野
　
孝
　
夫

中
　
井
　
　
戸
　
丸
　
邦
　
夫

下
小
川
　
　
須
　
藤
　
賢
　
一

太
　
田
　
　
林

金
　
三

細
工
屋
　
　
入
　
澤
　
和
　
泉

阿
　
村
　
　
大
　
竹
　
一
　
安

上
　
而
　
　
田
　
村
　
良
　
朗

中
　
里
　
　
山
　
�
　
直
　
康

新
　
井
　
　
梅
　
澤
　
兼
　
雄

古
　
仲
　
　
星
　
野

明

伊
閑
町
　
　
萩
　
原
　
清
　
彦

閑
　
野
　
　
吉
　
野
　
初
太
郎

戸
　
倉
　
　
萩
　
原
　

浩

鎌
田
１
　
　
辻
　
本
　
又
　
次

鎌
田
２
　
　
角
　
田
　
愛
　
二

鎌
田
３
　
　
井
　
上

覚

鎌
田
４
　
　
星
　
野

要

鎌
田
５
　
　
笠
　
原
　
荘
　
次

◎
消
防
団
員

団
　
長
　
　
星
　
野
　
益
　
夫

副
団
長
　
　
星
　
野
　
充
　
雄

副
団
長
　
　
星
　
野
　
豊
　
保

副
団
長
　
　
入
　
澤
　
与
志
男

ラ
ッ
パ
長
　
佐
　
藤
　
　
　
実

第
一
分
団
長

須
賀
川
　
松
井
　
一
則

第
二
分
団
長

幡
　
谷
　
桑
原
　
一
禎

第
三
分
団
長

鍛
治
屋
　
星
野
　
　
誠

第
四
分
団
長

下
小
川
　
須
藤
　
芳
司

第
五
分
団
長

中
　
里
　
笠
原
　
　
毅

第
六
分
団
長

新
　
井
　
梅
澤
　
久
和

第
七
分
団
長

戸
　
倉
　
萩
原
　
義
春

第
八
分
団
長

鎌
　
田
　
星
野
　
孝
行

◎
交
通
指
導
員

隊
　
長
　
　
千
　
明
　
修
　
一

副
隊
長
　
　
萩
　
原
　
文
　
夫

広報かたしな H16. 4
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六
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6

三
月
二
十
二
日
、
雪
景
色
の
中
、

今
秋
完
成
予
定
の
鎌
田
・
立
沢
線
新

宇
毛
内
橋
の
橋
名
板
取
付
セ
レ
モ
ニ

ー
が
片
品
小
学
校
五
・
六
年
生
四
人

の
手
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、

新
設
さ
れ
る
橋
に
地
元
片
品
小
学
校

児
童
で
文
字
作
成
を
し
て
い
た
だ

き
、
設
置
し
た
も
の
で
す
。

選
ば
れ
た
児
童
は
、
こ
の
橋
か
ら

見
え
る
絶
景
の
武
尊
山
と
共
に
よ
い

思
い
出
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
多
く
の
児
童
並
び
に
先
生
方
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

沼
田
土
木
事
務
所
　
鎌
田
事
業
所

表
紙
（
敬
称
略
）

狩
野
奈
緒
美
「
新
宇
毛
内
橋
」

山
崎
　
未
彩
「
小
立
沢
」

井
上
　
俊
規
「
し
ん
う
も
う
ち
は
し
」

小
須
田
菜
緒「

平
成
十
六
年
三
月
完
成
」

新
宇
毛
内
橋
に
橋
名
板
を
取
付

◎
転
　
出

校
　
長

�
橋
　
芳
夫（
昭
和
南
小
）

教
　
諭

石
田
三
枝
子（
片
品
南
小
）

教
　
諭

高
村
　
　
岳（
伊
勢
崎
・
植
蓮
中
）

教
　
諭

中
嶋
　
郁
子（
前
橋
・
南
橘
中
）

養
護
教
諭

大
塚
　
恵
子（
水
上
小
）

◎
転
　
入

校
　
長

矢
内
　
健
一（
白
沢
中
）

教
諭柳

　
千
佳
子（
昭
和
南
小
）

教
　
諭

入
澤
万
里
子（
平
川
小
）

養
護
教
諭

高
橋
　
　
希（
新
採
用
）

◎
転
　
出

校
　
長

金
田
今
朝
弘（
白
沢
中
）

教
　
諭

小
島
　
麻
里（
高
崎
・
乗
附
小
）

養
護
教
諭

平
田
　
京
子（
前
橋
・
山
王
小
）

事
務
主
事

武
井
　
　
寿（
館
林
高
校
）

◎
転
　
入

校
　
長

馬
場
　
静
子（
利
根
教
育
事
務
所
）

教
　
諭

土
方
　
緑
恵（
伊
勢
崎
・
第
三
中
）

養
護
教
諭

千
明
　
　
梓（
平
川
小
）

事
務
主
事

勝
田
　
洋
之（
新
採
用
）

◎
転
　
出

教
　
頭

阿
部
　
　
勝（
退
職
）

教
　
諭

片
野
　
静
江（
沼
田
東
小
）

教
　
諭

小
曽
根
一
広（
県
教
委
冬
季
国
体

推
進
室
）

教
　
諭

竹
内
　
　
正（
月
夜
野
桃
野
小
）

◎
転
　
入

教
　
頭

星
野
　
安
巳（
利
根
教
育
事
務
所
）

教
　
諭

石
田
　
三
枝
子（
片
品
小
）

教
　
諭

宇
敷
　
輝
男（
利
南
東
小
）

教
　
諭

佐
藤
　
則
行（
前
橋
・
第
五
中
）

片
品
北
小
学
校

片
品
南
小
学
校

片

品

小

学

校

教
職
員
人
事
異
動

教
職
員
人
事
異
動
転
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
六
年
三
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

追
伸
に
心
温
も
る
花
便
り

春
浅
し
年
金
の
み
の
申
告
書

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

合
格
の
笑
顔
乗
り
く
る
路
線
バ
ス

せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
息
吹
け
り
蕗
の
と
う

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

挨
拶
を
受
け
る
四
温
の
通
学
路

出
迎
え
の
笑
窪
の
女
将
春
浅
く

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

餌
播
い
て
雀
呼
び
け
り
老
の
庭

顔
出
せ
ば
す
ぐ
に
と
ら
れ
る
蕗
の
と
う

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

春
の
雪
止
み
中
天
の
薄
月
夜

土
壁
に
き
つ
つ
き
の
空
春
浅
し

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

啄
木
鳥
や
春
耕
前
の
村
し
ず
か

雀
ら
の
去
り
て
雪
間
の
蕗
の
薹

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

淡
雪
や
何
や
ら
語
る
犬
と
犬

蕗
の
と
う
天
ぷ
ら
に
し
て
香
り
け
り

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

合
格
の
口
こ
み
ニ
ュ
ー
ス
村
の
春

ぽ
つ
か
り
と
ア
ネ
モ
ネ
一
輪
春
浅
し

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

い
そ
い
そ
と
髪
形
か
え
て
春
の
旅

春
浅
し
梅
の
つ
ぼ
み
は
春
を
待
つ

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

ひ
そ
と
降
る
雨
の
促
す
芽
吹
き
か
な

肩
は
ら
ぬ
娘
と
の
京
都
や
春
浅
し

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

祝
い
事
二
つ
続
き
て
春
迎
ふ

暁
の
夢
な
ほ
深
く
春
浅
し

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

春
炬
燵
眠
け
を
覚
ま
す
猫
の
恋

雉
つ
が
い
翔
ち
て
尾
を
曳
く
春
浅
し

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

ぽ
っ
て
り
と
ど
こ
か
優
し
い
春
の
雪

雪
と
け
て
そ
っ
と
顔
出
す
蕗
の
と
う

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

暮
れ
て
な
ほ
雪
解
靄
立
つ
峡
の
山

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

菜
種
梅
雨
土
に
残
り
て
晴
れ
行
け
り

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

下
手
な
句
も
人
生
の
日
記
春
を
待
つ

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

良
い
縁
起
あ
れ
と
万
両
買
い
求
め

春
浅
く
新
し
き
辞
書
イ
ン
ク
の
香

一
句
目
　
兼
題

二
句
目
　
席
題
　
春
浅
し
　
蕗
の
薹

Key words: キーワード：
coworker(毎日)一緒に働いている人　colleague(たまに)一緒に仕事をする人
pour 注ぐ　　amount 総計　　　formal 形式　　last(vb.) 続く
stay とどまる　　speech 話　演説

Last Month's Answer:  先月の答え：
Hand gestures have different meanings in different cultures. Be
careful!
ハンドジェスチャーは文化によって違う意味があります。注意が必要です。

We don't have enkais in America, but they feel
very natural to me now. 
アメリカにはいわゆる「宴会」はありませんでしたが、
今ではすっかり慣れました。

It's great to have a chance to eat and drink with coworkers and
colleagues. 
仕事仲間や同僚と一緒に食べたり飲んだりすることはとてもすばらしい
です。
It's nice that we pour drinks for others, because in America we
usually pour our own drinks.
「差しつ差されつ」がとても粋です。アメリカでは普通手酌です。
And it's convenient that we all pay the same amount no matter
how much we eat or drink.
どんなにたくさん食べても飲んでも割り勘というのもいいですね。
I also like the formal way enkais begin and end, and that they
usually last exactly two hours.
始めと終わりの形式ばったところも好きです。ちょうど２時間で終わる
のも快適です。
American parties can go on very long, and it's hard to know if
you are staying too late.
アメリカのパーティはとても長くて、いつ帰ろうか迷います。
Even the speeches at the beginning of enkais are okay… when I
can understand them!
宴会の始めのあいさつも苦になりません。……私が内容を理解できたと
きは。

Enkai Etiquette 宴会でのエチケット☆生涯学習講座関係
・第２回「古文書を読む会」
・寿大学開講式

☆社会体育関係
・区対抗ソフトボール大会
・議長杯ゲートボール大会
・社会人野球春季トーナメント戦

・県民スポーツ祭オープニング大
会

・体協長杯グラウンドゴルフ大会

☆婦人会関係
・ミニバレーボール大会

☆学校関係
○小学校
・修学旅行

○片小　
・校外学習（１・２・４年）
・集団下校指導
・プール清掃
・東京旅行（５年）
・ＰＴＡ奉仕作業

○北小
・交通安全教室
・家庭訪問

○南小
・バス旅行（１～５年）

○武尊根小
・家庭訪問
・避難訓練
・旅行（１～５年）

○片中
・家庭訪問
・修学旅行

☆その他
・村ＰＴＡ連絡協議会

下旬
26日

16日

未定

30日

未定

16日

28・29日

13日
14日
18日
19日
25日

６日
11日～14日

21日

11日～13日
20日
28日

10日～21日
29日～31日

７日

５月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場合もあります。
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オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
巨
木
、

推
定
樹
齢
三
〇
〇
年
。
針
山
の

村
道
か
ら
一
〇
〇
ｍ
ほ
ど
入
っ

た
場
所
に
あ
る
高
さ
一
〇
ｍ
、

幹
回
り
五
・
二
ｍ
、
枝
幅
一
七

ｍ
の
山
桜
で
す
。
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨

春
の
開
花
時
期
に
地
域
の
観
光

資
源
と
し
て
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン

な
ど
約
五
千
人
の
花
見
客
が
来

て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
四
月
下
旬
に
見
頃

を
迎
え
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
、
地
元
の
見

事
な
山
桜
の
巨
木
の
花
見
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
桜
の
保
護
と
、
訪
れ
た
人

が
里
山
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
散

策
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
な
ど

を
考
え
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る

方
は
、
花
咲
お
ら
ぁ
の
む
ら
づ
く
り

推
進
委
員
会
風
景
の
伝
言
係
ま
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

1
２
０
―
７
１
１
１
（
花
の
駅
片
品

内
）。

須
藤
さ
ん
は
十
五
歳
か
ら
、
農
業

に
従
事
し
な
が
ら
炭
を
焼
い
て
き
ま

し
た
が
、
減
反
政
策
な
ど
で
収
穫
が

落
ち
、
次
の
農
業
を
考
え
て
い
た
六

十
八
歳
の
頃
、
本
格
的
な
木
酢
液
と

出
会
い
ま
し
た
。

次
の
目
標
を
良
質
な
木
酢
液
の
作

成
と
心
に
お
き
、
市
販
で
き
る
ま
で

の
四
年
間
は
、
先
進
地
の
北
は
岩
手

か
ら
南
は
九
州
ま
で
自
費
で
勉
強
に

出
か
け
な
が
ら
、
自
宅
内
の
蒸
留
室

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
八
十
歳
に
な

る
今
で
も
年
十
五
回
炭
を
焼
い
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
趣
味
も
生
き
甲
斐

も
仕
事（
木
酢
液
）だ
そ
う
で
す
。

今
月
の
匠

須
藤
金
次
郎
さ
ん
（
79
歳
）

東
小
川
三
三
二
五

（
炭
・
木
酢
液
製
作
者
）

国民健康保険の加入者を対象に
人間ドックの検診費を助成

国民健康保険（国保）加入者を対象に人間

ドック検診費を助成します。自分が健康だと

感じているときから、検診を受けることが大

切です。特に生活習慣病は長い間、病気の進

行に気付かない例が多くあります。年に一度

は、検診を受け自分の体をチェックしましょ

う。

［期間］４月～３月

［対象］満40歳以上70歳未満の方で国民健康

保険に加入しており国保税完納世帯の人

・日帰りコース・１泊２日コース各先着50人

［助成額］検診費の３分の２で日帰りコースが

２万６千円を限度・１泊２日コースが４万

を限度として助成します。

［申し込み］４月１日から随時受け付けますの

で、必ず申し込みをしてから検診を受けて

ください。

情報提供者　　花咲おらぁのむらづくり
推進委員会

じまんの名称　　天 王 桜
じまんの場所　　大字針山

わがむらじまん�わがむらじまん�

わがむらじまん�わがむらじまん�

わがむらじまんわがむらじまん

わがむらじまん�わがむらじまん�

①

国保だより�国保だより�
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わがむらじまん・匠の情報をおまちしております。



ご
承
知
の
よ
う
に
労
働
保
険
は
、

労
働
者
の
業
務
上
の
理
由
、
又
は
通

勤
に
よ
る
負
傷
・
疾
病
な
ど
に
対
し

て
必
要
な
給
付
を
行
う
労
働
保
険

と
、
労
働
者
が
失
業
し
た
と
き
に
一

定
の
給
付
を
行
う
雇
用
保
険
を
総
称

し
た
も
の
で
、
こ
の
申
告
・
納
付
を

怠
り
ま
す
と
保
険
制
度
の
円
滑
な
運

営
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
手

続
き
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
の
方
で
、
ま
だ
労
働
保
険
の

加
入
手
続
き
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

及
び
公
共
職
業
安
定
所
に
て
至
急
手

続
き
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
群
馬
労
働
局

総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

（
1
０
２
７
―
２
１
０
―
５
０
０
１
）

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
・
公
共
職
業
安
定
所
へ

消
防
法
で
は
、
危
険
物
を
一
定
量

以
上
貯
蔵
し
た
り
取
り
扱
う
許
可
施

設
で
は
「
危
険
物
取
扱
者
免
状
取
得

者
」
で
な
け
れ
ば
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

資
格
取
得
が
必
要
な
人
を
対
象

に
、
各
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

試
験
日

六
月
二
十
七
日
（
日
）

種
　
類

甲
種
、
乙
種
、
丙
種

会
　
場

渋
川
工
業
高
等
学
校

前
橋
工
業
高
等
学
校
他

受
検
手
数
料

甲
種
　
五
千
円

乙
種
　
三
千
四
百
円

丙
種
　
二
千
七
百
円

受
付
期
間

五
月
十
日
〜
五
月
十
九
日

願
書
受
付

受
検
願
書
の
配
布
・
受
付
は
東
消

防
署
で
行
い
ま
す
。

※
準
備
講
習
会

対
　
象

試
験
の
う
ち
、
乙
種
第
四

種
を
受
検
し
、
か
つ
受
講
希
望
の
方

を
対
象

講
習
日

六
月
八
日
（
火
）

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

会
　
場

利
根
沼
田
文
化
会
館

受
講
料

防
火
協
会
の
会
員
七
千
円

非
会
員
八
千
円

定
　
員

一
〇
〇
人

受
付
期
間

受
検
願
書
と
同
じ

願
書
受
付

受
講
申
込
書
の
配
布
・
受
付
は
東

消
防
署
で
行
い
ま
す
。

試
験
・
講
習
会
と
も
詳
し
い
事
は
、

東
消
防
署
1
５
６
―
２
３
０
０

広
域
消
防
予
防
課
1
２
２
―
３
１
３

７
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

四
月
一
日
、
庁
内
機
構
改
革
の
始

め
と
し
て
、
む
ら
づ
く
り
観
光
課
が

で
き
ま
し
た
。

場
所
は
観
光
課
が
あ
っ
た
所
で
、

３
番
の
看
板
が
目
印
で
す
。

実
施
事
務
は
商
工
観
光
・
産
業
等

の
振
興
、
む
ら
づ
く
り
に
関
す
る
企

画
、
広
報
等
で
す
。

直
接
電
話
を
か
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
課
で
も
住
民
の
皆
さ

ん
と
間
近
に
話
が
で
き
る
よ
う
に
車

い
す
様
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
（
住
民

課
・
保
健
課
）、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
通

路
を
設
け
る
な
ど
皆
さ
ん
の
声
が
身

近
に
聞
け
る
よ
う
少
し
ず
つ
改
善
し

て
い
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
、
又
は
、

常
時
介
護
す
る
者
が
運
転
す
る
軽
自

動
車
で
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
軽
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
障
害
者

手
帳
・
印
鑑
を
持
参
の
上
、
五
月
二

十
一
日
（
金
）
ま
で
に
税
務
課
に
て

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
内
線
２
３
７
）

広報かたしな H16. 4

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

平
成
16
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
月
額
は
一
三
、
三
〇
〇
円
で
す
。

ま
た
、
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

保
険
料
の
納
付
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
（
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
）

・
渋
川
社
会
保
険
事
務
所
（
1
０
２
７
９
・
２
２
・
１
６
１
１
）

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

４
月
分

５
月
分

６
月
分

７
月
分

８
月
分

９
月
分

16
年
５
月
31
日

16
年
６
月
30
日

16
年
８
月
２
日

16
年
８
月
31
日

16
年
９
月
30
日

16
年
11
月
１
日

納
付
期
限

10
月
分

11
月
分

12
月
分

１
月
分

２
月
分

３
月
分

16
年
11
月
30
日

17
年
１
月
４
日

17
年
１
月
31
日

17
年
２
月
28
日

17
年
３
月
31
日

17
年
５
月
２
日

納
付
期
限

新
し
い
課
が
で
き
ま
し
た

（
直
通
1
５
８
―
２
１
１
２
）

軽
自
動
車
税
減
免
制
度

に
つ
い
て
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図書室だよ
り�

読んでみませんか
『ライオンボーイ』
ジズー・コーダー　著　枝廣淳子　訳
ハリーポッターの続編も楽しみ

だが、本書は、３部作の第１作で
あり、華やかな旋風のごとき登場
だ。主人公のチャーリーはロンド
ンに暮す少年。時代は近未来。科
学者の両親を誘拐され、チャーリ
ーの冒険が始まる。チャーリーの
秘密兵器は、ネコ語が話せること。
勇気、愛、友情、希望、とにかく
おもしろい。早るも２作目が楽し
みだ。

＊火～金 午後1時̃5時 開室
＊■はお休みです。
＊□はみやま号巡回日です。

図書室カレンダー 4/25～5/29

日 月 火 水 木 金 土
25 26 27 28 29 30
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29

５
１



片
品
村
・
利
根
村
の
二
村
連
携
事

業
で
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
事
業

を
「
子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ
」
を
実

施
し
ま
す
。「
Ｔ
」
は
利
根
「
Ｋ
」

は
片
品
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
に
参
加
し
、
人
や
自
然

と
交
流
し
、
思
い
っ
き
り
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

☆
内
容

第
一
回
（
５
月
）

・
村
め
ぐ
り
「
片
品
」

第
二
回
（
５
月
）

・
お
も
し
ろ
科
学
教
室

第
三
回
（
５
月
）

・
わ
な
げ

第
四
回
（
７
月
）

・
北
毛
青
年
の
家
宿
泊
活
動

第
五
回
（
８
月
）

・
村
め
ぐ
り
「
利
根
」

第
六
回
（
９
月
）

・
お
も
し
ろ
科
学
教
室

第
七
回
（
９
月
）

・
内
容
は
未
定

第
八
回
（
10
月
）

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
集
会

第
九
回
（
１
月
）

・
雪
遊
び

※
実
施
内
容
は
変
更
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
御
了
承
く

だ
さ
い
。

☆
対
象

片
品
村
内
の
小
・
中
学
生

☆
募
集
人
員
　
約
30
名

☆
そ
の
他

詳
し
い
こ
と
は
、
対
象
者
に
配
布

さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

片
品
村
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

1
５
８
―
２
１
１
１

（
内
線
２
７
３
番
）

村
で
は
、
災
害
非
常
時
等
の
連
絡

や
日
常
生
活
に
密
着
し
た
諸
情
報
の

提
供
手
段
と
し
て
、
昭
和
六
十
三
年

度
か
ら
防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
を

全
世
帯
対
象
に
貸
与
（
設
置
）
し
て

い
ま
す
。

転
入
等
の
理
由
に
よ
り
新
規
に
戸

別
受
信
機
の
貸
与
（
設
置
）
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
役
場
総
務
課
で
申
請

を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
費
用
等
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

無
償
の
場
合

・
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
世
帯
。（
一
台
の
み
）

・
災
害
に
関
係
す
る
国
及
び
地
方
行

政
機
関
で
村
長
が
必
要
と
認
め
た

場
合
。

有
償
の
場
合

・
会
社
、
工
場
、
事
務
所
等

・
増
設
分

・
改
築
等
に
伴
う
移
設
工
事
費

問
合
せ
先

総
務
課
　
防
災
無
線
担
当

（
内
線
２
１
５
）

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
平
成
十
六

年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
き

は
、
五
月
二
十
日
ま
で
で
す
。

広報かたしな H16. 4

子
ど
も
の
講
座
参
加
者
募
集

「
子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ
」

防
災
無
線
の
貸
与

（
設
置
）
に
つ
い
て

群
馬
労
働
局
か
ら

山火事防止に御協力を

お願いします。

春は、空気が乾燥して山火事が発生しやすい

季節です。利根沼田地区の過去５年間に発生し

た火災で、４、５月に発生した件数は全体の半

数以上にも及びます。山火事が発生すると、復

元するには多くの費用と時間がかかります。

山火事の原因の大部分は、火の不始末等の人

為的なものです。焚き火の後は、消火したのを

確認する、たばこの投げ捨てはしないなど、山

火事防止にむけ御協力をお願いします。

演　目 「きつねのおふくろ」

「かってなくま」

日　時 ４月16日（金）

午後６時30分開演

会　場 花咲の湯イベントホール

入　会 当日入会　1200円（４歳以上）

問合わせ 片品おやこ劇場（158－2348）

その他 入浴料は別途です。

次　回 ６月28日（月）

午前11時～（30分間）

はじめてのおしばい「ぐるぐる」

※０歳～３歳まで限定です

片品おやこ劇場
第36回公演

ほのぼのあったか人形劇
人形劇団クラルテのおひさま劇場

山火事防止に御協力を

お願いします。

事業所・企業統計調査

商 業 統 計 調 査

サービス業基本調査

平成16年６月１日 実施

すべての民営事業所が対象です。

ご協力をお願いします。

総　務　省

経済産業省

片　品　村

事業所・企業統計調査

商 業 統 計 調 査

サービス業基本調査

５月下旬か
ら調査員が
お伺いいた
します。
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近
年
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

等
の
被
害
が
増
え
て
お
り
、
今
年
は

特
に
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
下
記
の
動
物
用
駆
逐
用

煙
火
講
習
会
を
受
け
て
、
轟
音
玉

(

花
火)

に
よ
る
追
い
払
ら
い
を
し
、

農
作
物
の
被
害
防
除
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

□
講
習
会
日(

指
定
日)

※
な
る
べ
く
こ
の
日
に
受
講
く
だ
さ

い
○
日
　
時

六
月
十
二
日(

土)

午
後
二
時
か
ら

○
場
　
所

利
根
沼
田
文
化
会
館

３
階
会
議
室

□
指
定
日
が
都
合
の
悪
い
場
合

○
日
　
時

六
月
十
九
日(

土)

午
後
二
時
か
ら

○
場
　
所

水
上
町
中
央
公
民
館

○
日
　
時

七
月
　
三
日(

土)

午
後
二
時
か
ら

○
場
　
所

月
夜
野
町
公
民
館

□
申
し
込
み

○
受
講
料(

四
、
一
五
○
円)

○
顔
写
真
一
枚(

ヨ
コ
二
・
五
㌢
タ

テ
三
・
○
㌢
／
裏
面
に
名
前
を
記

入
・
バ
ッ
ク
に
風
景
の
な
い
も
の)

を
用
意
し
、
五
月
十
四
日(

金)

ま
で

に
役
場
経
済
課
窓
口
で
受
講
申
込
み

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

広報かたしな H16. 4

このたび日本財団から特別養護老人ホーム桜花苑

で使用する介護用車両の導入に伴う助成が行われま

した。

同財団は日本船舶振興会として設立されましたが

海洋船舶事業だけでなく公益・福祉・ボランティ

ア・海外協力援助など幅広い公益活動に支援を行っ

ています。

今回導入された車両は日産キャラバン車いす対応

車で総額４１３万円に対して２４７万円の助成をい

ただきました。

入所者の通院・外

出等に使用し、福祉

向上のために活用し

ていきたいと思いま

す。

このたび桜花苑では日本自転車振興会からの補助

を受け、特別養護老人ホームで使用する特殊浴槽の

導入と設置に伴う改築を行いました。

同振興会は競輪の売上金の一部を広く社会に還元

することを目的とし、体育・社会福祉等公益事業振

興補助事業などの一環として公益施設整備等補助事

業を行っています。

今回導入に伴う経費１１１１万３千円に対して５

５７万７千円の助成をいただきました。

重度の肢体不自由

者でも快適な入浴が

でき、介護士の負担

軽減にもつながると

思います。

農
家
の
皆
様
に

動物用駆逐用煙火
講習会開催について

自分の作物は、
自分で守りましょう！

サル出没注意Z

日本財団から介護用
車両の導入費助成
日本財団から介護用
車両の導入費助成
日本財団から介護用
車両の導入費助成
日本財団から介護用
車両の導入費助成
日本財団から介護用
車両の導入費助成
日本財団から介護用
車両の導入費助成
日本財団から介護用
車両の導入費助成
日本財団から介護用
車両の導入費助成
日本財団から介護用
車両の導入費助成

日本自転車振興会から
特殊浴槽の導入費助成
日本自転車振興会から
特殊浴槽の導入費助成
日本自転車振興会から
特殊浴槽の導入費助成
日本自転車振興会から
特殊浴槽の導入費助成
日本自転車振興会から
特殊浴槽の導入費助成
日本自転車振興会から
特殊浴槽の導入費助成
日本自転車振興会から
特殊浴槽の導入費助成
日本自転車振興会から
特殊浴槽の導入費助成
日本自転車振興会から
特殊浴槽の導入費助成

(特に次の点に注意し、サル
等を呼び寄せない集落をつ
くるよう心がけましょう。)

●餌付けをしない。

●サルの餌になりそうなも
の　(生ゴミ・廃棄農作物
など)を畑の近くに捨てて
置かない。

●いらない果実(柿など)を
放置しない。

お　願　い

腕章・従事者手帳・動物駆逐用煙火（轟音玉）

お　願　い
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広報かたしな H16. 4

いよいよ“遥かなる花の谷”片品村にも春がやってきました。

水芭蕉やザゼンソウの開花を期に、村内各所に咲く花のシーズン到来をPRする為に、今年も関係者皆様の

ご協力をいただき片品村観光協会主催で4月24日（土）・25日（日）の2日間片品花の谷公園及び役場前で「か

たしな水芭蕉まつり」を開催いたします。

歌謡ショーやタレント(ロバート・森三中・だいたひかる)によるトークショー、子供達に人気のあるキャラ

クターショー（仮面ライダーブレイド・特捜戦隊デカレンジャー）そのほかにも、尾瀬太鼓愛好会の演奏・

八木節愛好会、婦人会員の踊り・片品中学校生徒等によるコーラスなど盛り沢山なイベント内容になってお

ります。

水芭蕉のプレゼント抽選会もありますので皆様のお越しをお待ちしております。

公園内イベント　　
10：00～15：30頃まで
舞茸汁サービスコーナー・キッズランド・花木植木・物産市・花写真パネル展示・模擬店・観光案内コーナー

２４日（土）
時間　　　 タイムスケジュール
10:00 開花式（挨拶・開花宣言・花火）
10:30 尾瀬太鼓愛好会演奏
10:55 コーラス（片品中学校）
11:15 吹奏楽演奏（尾瀬高校生徒）
11:35 仮面ライダーブレイドショー１回目
12:50 だんべえ踊り（第１部）
13:05 だんべえ踊り（第２部）
13:40 歌謡ショー（小峰　あずさ）
14:05 水芭蕉プレゼント抽選会（小峰あずさ・

キャラクター）
14:45 仮面ライダーブレイドショー２回目終了

後サイン会

２５日（日）
時間　　　 タイムスケジュール
10:00 公園内イベント開始
11:00 八木節愛好会（八木節踊り）
11:15 片品村婦人会（上州片品追分け・八木節

花輪踊り）
11:35 声楽部コーラス（沼田女子校）
11:50 特捜戦隊デカレンジャーショー１回目
13:00 歌謡ショー（ロス・アモーレス）
13:30 トークライブ（ロバート・森三中・だい

たひかる）
14:30 水芭蕉プレゼント抽選会（キャラクタ

ー・タレント）
15:00 特捜戦隊デカレンジャー２回目終了後

サイン会

スケジュール
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将来どんな人になってほしいですか
とにかく健康が一番！

そして人にやさしく、明
るく素直な女の子に育っ
てくれればと願っていま
す。

ちゃん（H15．４．５生）

千明秀和・しげりさん（鎌田）のお子さん

命名
柚杏響きが気に入り、男の

子・女の子のどちらが産
まれてもこの名前をと決
めていました。漢字は健
康で可憐な女の子にと願
い『柚杏』と付けました。

ゆ あん

将来どんな人になってほしいですか
太陽のように時に強

く、時には優しく光り輝
ける人になって欲しいと
思います。

くん（H15．４．15生）

吉野　学・広子さん（鎌田）のお子さん

命名
大陽太陽のように温かい光

でみんなを照らし続け、
まわりのすべての人達を
幸せにしてあげられる人
になってもらいたい。と
いう願いを込めて、また、
生まれて初めて会ったと
きの顔の印象が太陽に見
えたから。

たいよう

将来どんな人になってほしいですか
いつまでも健康で元気に

のびのび育っていってほし
いです。どんな時でも感謝
と人を思いやる心を忘れな
いでいてください。そして
自分のことも大事にして生
きていける人になってもら
いたいです。

くん（H15．４．６生）

今井一文・香織さん（花咲）のお子さん

命名
敏斗ヴィントはドイツ語で「風」

です。“風変わり”では困りま
すが、自由な発想を持つ個
性的でそして“時代の風雲
児”と呼ばれる様なスケー
ルの大きな人間になって欲し
いという希望を込めて、「敏斗」
と名付けました。漢字は画
数をみて決めました。

びん と
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し
な
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は
再
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紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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根
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刷
所

No.94

金 子 成 徳さ
ん 東小川（24才）

■父：佳介さん　母：紀恵子さん
■職業は何ですか：冬はパトロール隊員で、夏は家族
で農業をしています。
トマトを中心にメロンにも挑戦しています。

■趣味は何ですか：読書や散歩、そしてお酒です。ゆ
ったりと時間を楽しむようにしています

■片品をどう思いますか？又、どうしたいですか：
“人”の集まるところだと思います。いろいろな“人”
が集合することでたくさんの個性が出会い、さらに
豊かな環境になると思うので、“人との出会い”を
大切にできる、そんな場所であってほしいです。

■好きな異性のタイプ：好きになったら一直線です。

かね　　 こ　　しげ　　のり

編集／片品村役場むらづくり観光課　 〒378-0498 群馬県利根郡片品村大字鎌田3967-3 10278（58）2112
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／
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10
時

▼
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芭
蕉
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花
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報

４
／
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〜
５
／
４

（
除
く
26
・
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）

水
芭
蕉
の
森
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

大
清
水
水
芭
蕉
見
頃

４月24日（土）利根中央病院
25日（日）月夜野病院
29日（祭）国立沼田病院

５月１日（土）内田病院
２日（日）国立沼田病院
３日（祭）利根中央病院
４日（祭）月夜野病院

５月５日（祭）内田病院
８日（土）沼田脳神経外科
９日（日）利根中央病院
15日（土）月夜野病院
16日（日）内田病院
22日（土）国立沼田病院
23日（日）沼田脳神経外科

◆休日の病院◆

★表題 と8ページ匠シリーズ題字　　は現村長が筆を入れました★

●今月の納期は、国民健康保険税　第１期　
納期は４月30日です●

14

ミ
ニ
情
報




